
　2010.9.11　市民会議　１班（近藤、鈴木、請井、影山、松井）

市民一人一人
の存在を認め
合う組織

子どもの意見
も聞く

若い人の参加
が少ない

幅広い世代の
意見
特に20代ぐら
いの意見
参加は少ない
と思う

小集団への
アンケート調査
をする

田舎の排他性
から来る外か
ら入ってきた人
への雰囲気づ
くり

参加出来る市
民
シニア年代が
増加すれば、
参加する「こと
がら」によって
参加不能事態
を起こす。

地区の行事・
出役
高齢化・人口
減で負担が増
える
　　　　↓
やれることをや
る。

市全域の「地
域便覧」をつく
る。（行政区
毎）

参加に関する課題情報に関する課題

会議等に参加
するのは、いつ
も同じ人たちに
なってしまう。

固定された地
域の人の考え
方の押し付け

どんな活動が
あるのか知る
すべが少ない

公民館の位置
づけを明確に
する

イベントだけが
人寄せなのか
日常の中での
交流は

市民参加の
・まちづくり
・まちおこし
だれがどのよう
に仕組むか

「参加」「情報」
智に誰かが提
供するものだと
いう認識では
限度がある。
だから「条例」
が必要

意思の「疎通」
の根幹は行政
区である

高齢者が多く、
子どもも少ない
のでどうしても
地域に活気が
ない（限界集落
に近い）

意見を吸い上げる仕組みから、
取り残される世代があるが、こ
の人たちが時代の担い手であ
るので重要仕組み

手段・工夫等

住んでいる地
域の文化・歴
史・自然を理解
することで地域
愛を育てる

いろいろな分
野の団体情報
を載せることが
できる場を設け
る（インター
ネット、施設）な
ど

情報共有は、
発信側、受信
側、両方の意
識作りが必要
である。

行政・議会と地
区別
意見交換会を
行う。（要望の
会にあらず）

情報の発信
・方法　広報誌
　↓　　・音声
・徹底

地域情報の吸
い上げ
実行、行政～
住民か（市民）

情報は必要な
ものが必要な
ときに入手でき
れば良い。無
造作な放出は
困る。

大集団から小
集団まで「総ざ
らえ」する

①

①－２

情
報
が

「
愛

」
を
育
む



全市民に情報
伝達するには。
アパート等、外
国人

代表区長
→地区の区長
　→区長
　　→組長
　　　→区民
うまく伝わっている
のか（いない）

情報の伝達
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各地区の情報
お年寄り世帯
へうまく伝わっ
ているか。

行政の中でも
行事等重複す
る事業が多い
全体で見直し
多くの人が参
加しやすくして
は？

情報をいかに
個々までに伝
えるか？

行政防災無線
・今一度分かり
やすい情報を流
す

　２班（片桐・宮部・天野・原田・福本）

参加者にかた
よりがある

情報源・手法
今あるものをう
まく利用（ケー
ブルテレビ）

情報の流れを
しっかり明確化
し、多くの住民
に流せるように
すること

地域のリー
ダーが積極的
に動く

各地区の情報
伝達方法がわ
からない
仕組みがつく
れない（統一し
た）

広報に載せても
見ない方がいる
ので、防災無線・
各戸配布・回覧等
で流す（費用？）

情報が一方通
行

情報の共有

情報の量では
なく質

行政→民
　↑
流すだけの情
報が多すぎる

情
報
の
手
法

仕組みが出来
ていても手法を
考えないと効
果がない

市民参加のイ
ベント開催の案
内
もっと多く行政
無線が使える
仕組みを検討

防災無線の使
い方

行政無線



まちの魅力を
集める拠点づく
り

情報の共有化
を進める

自然環境を大
切に守る運動
を進める
（山の管理を
しっかりする）

住民の意識が
きはくである
危機感

　2010.9.11　市民会議

①
住みやすい町
にするために
は、ローカル線
の飯田線は日
本でも豊橋か
ら飯田まで長
い線ですが新
城は素通りの
駅です。

市外から来て
も家の立てれ
る場所を

安全でくらしや
すいまちづくり

世代のリレー
ができるまちに
したい

地元の人に関
心を持つ！！

会議をする日も
商売をしている
人の意見も聞い
て会をしてほしい
と思います。

情報の管理シ
ステム作り

高齢者向けの
伝達方法
（広報誌）

②
それを魅力の
ある駅にしても
らいたい。

交通の便を良く
するのが大切
です。

医療体制の充
実を図る
（市民病院）

雇用などの生
活基盤整備

暮らし

情報

市民意識

３班（大谷・今泉・西尾・渡辺・柴田）



情報の提供
　　↓
田舎の生活の
魅力を発信

自然の中での
獣との交流体
験

産直
　農業

ボランティアだ
けでは続かな
い。

　2010.9.11　市民会議

新城のめざす
まちの共有化

市内の魅力の
共有化により
連携

もうかる方向が
見えてやる

教育
＆

観光

鳥獣害
共存できない
か？

ヤギ

価値観の違い
新城で生きる
必要があるの
か？

新城はどこに向かうのか

自治条例で
まちを元気に 経済あって

　　　　のまちづくり

４班（権田・山本・片瀬・白井・浅井・横山）

商業後継者ど
うする共有化された

情報を生かす
人材の発掘

自然生かされ
てない

農業守る人づく
り
地域で応援

来てもらう町づ
くり

人材の有効活
用（暇な人と忙
しい人の使い
方）

全国的歴史の
生かし方

誰がやるのか

自治で新城を
どうかえること
ができるの
か？
　　↓
意識のすり合
わせ

新城を元気に
するための自
治条例

行政にまかせ
ず、地域で行
政をフリーに

マイナスをプラスに

過疎を見てもら
う

何も無い



地域の情報を
広く知るために
情報員の設置
を条文に入れ
る。

情報公開
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個人情報の共
有を保護との
関係を整理す
る。

住民投票

新しい情報管
理方法の検討
（自治会独自
で管理とか？）

情報共有の範囲

共有しなくてもい
い情報もある

５班（井上・井ノ口・竹川・太田・丹羽）

住民投票に諮
る項目の整理

何でも聞けば
よいというもの
ではない。

参加できる工
夫

奥さん達のほう
が地域の情報
を持っている。
旦那はそれを
きっかけに参
加しては？

サラリーマン
が参加しやす
い仕組みづくり
が必要ではな
いか。

参加しない人を
非難しない。
（参加しない自
由もある。）

来る者は拒まず、
去る者は追わず
という考えも必要
では。

行政・議会等に
意見等が発表
できる機会（会
議）が要請でき
ることなどを入
れる。

市民討議会

小・中学校区に
よる交流のあり
方の検討

地域団体（子ど
も会、読み聞
かせ会等の意
見といえるよう
な項目がある
とよい）

地域自治区を
設置し自分た
ちの意見を反
映させる

情報共有の範囲

地区（行政区）か
らの要望等の
オープン化

行政や他の区の
市民に対して

自治区におけ
る個人情報の
種類

地域の活動
（ボラ・ＮＰＯ
等）が一覧で
きる場所（ＥＸ
まちなみ情
報）があると
良い。

必要としない人
へは、なくてもよ
い。
（最小限で）

情報共有の発
信方法

早く
（情報を）

資料を見やす
く。
共通のひな形
etc

知りたい人が
調べやすくす
る。

管理

住民投票

参加しやすい
手法

参加手法

無理な活動は
長続きしない
ので、むやみ
に活動を増や
さないのが参
加しやすくな
る。

無理に活動を
まとめようとし
ない。
仲間割れす
る。

参加の注意点

地域の新しい
自治会等の仕
組みを作りま
しょう。
旧の組織では
だめかな？

意見反映の新しい方法



議会傍聴のと
き、資料配布
回収しない
予算・決算など
の説明会

支援・サポート
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情報公開の仕
組み

地元企業
商店の意見
（商工会）
交流

任せる
任せられる

６班（太田・広瀬・小澤・黒谷・前澤）

③情報や参加
をうまくすすめ
る手法
小さな単位で
繰り返し訓練
することで自主
的な方策が生
まれる。

市民会議ｏｒ
市民委員会の
設置

市長ブログに
あること参考に
なる

情報の共有
・知りたい情報
を簡単に手に
入れる仕組み

市民病院の現
状を将来どうす
るかの問いか
け

１）情報提供
・提供には限界
制限があること
を理解
・時間、期間
・内容
・対応

情報の共有
・知らせたい情
報を簡単に発
信できる仕組
み

１）情報提供
どこで情報が取
れるか
「情報提供の場」
・行政
・団体
・一般、サークル
etc

情報の場

「情報」が集ま
る「場」がある
あるか？

人はどんな情報
を求めているか

地域の情報
共有機会

②市民団体に
ついて
自主的な団体
であるためしと
してバックアッ
プが必要
バックアップの
体制には役所
の職員だけで
はなく、一般か
らの参加が必
要

活動を支援す
るｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

１）活動内容を
知ってもらう場
づくり⇒参加
・活動発表会
・ＣＡＴＶ
・広報ほのか

井戸端会議

地域自治を
すすめるために！

情報の発信受
信が困難な人
にどう対応す
る？

人に
やさしいまちか？

共有

市民自治
実行委員会

３）
「たまり場」づく
り
　　　↓
井戸端

テーマを決め
た
　茶話会をやる

情報
井戸端会議
少ない、多
い？
近所と付き合
い

市民団体の活
動や提案を話
し合う場３）活動拠点

　簡単手続き
　お気軽利用
　低料金

異年齢の人た
ちが交流でき
る機会
ある？
ない？
つくる？

活動をつなげ
るコーディネー
ター

３）参加・活動
期限の明確さ
　　　↓
継続活動を期
待しない
”一種無責任”
＝やっている
間は真剣＝

どこに何がある
のか。
どこに行けばど
こに連絡するの
か。

知りたいことを
どこへさがし
に行くか？

・情報の集まる
・情報を提供

場

公開

できること
できないことを
はっきり伝える
（行政から） 伝えなければ

ならない情報

地域（主民）でで
きることは話し
合ってやる

双方向の話し
合い
検討の場をも
うける

地域での役割・
責任を果たす

①地域団体の情報
共有と参加について
現在の行政区を基
本にそれぞれの役割
を活性化させる。
各役割ごとの委員会
を自治区単位で開
き、行政との協働を
強化

市民と行政のつながり

地域（区）内で
情報の共有を
どうするか？




